
 

 

 

 

 

第４５回 短命県脱出ならず（その１） 

  

❖都道府県平均寿命ランキング発表 

 昨年の 12月に 5年ぶりの都道府県平均寿命ランキングが厚生労働省から発表されまし

た。下の表がその結果です。 

 

結局、短命県返上の目標は達成できませんでした。正直、悔しいです。男性のトップは滋

賀県、女性のトップが岡山県でした。長野県はやや後退しましたがいまなお相当な長寿県

です。これらの長寿県に共通していることはいずれも「健康づくりに熱心」、「高齢者が元

気」、「地域の健康リーダーが多い」ということです。 

 もう一つショックだったことは、トップの県および 46位の県との差が 5年前より開い
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たことです。元気をなくすに十分な理由でした。 

 この結果を受けて、いろんなマスコミから取材を受けました。またいろんな人から感想

を聞きましたし、感想やその理由を求められました。読者の皆さんも同じだと思います。 

 予感はありました。マスコミなどで健康づくり、短命県返上が叫ばれても、その意識や

行動変容（行動に移すこと）が県民の皆さんに浸透しているかといえば、その気配があま

り感じられなかったからです。「そんな簡単ではない」、「このままでは不十分だ」とあせり

ながらも、それを口に出せないもどかしさがありました。 

 ここはひとつ冷静に今回の結果を受け止め、これまでの反省とこれからのことについて

考えてみたいと思います。皆さんも、どうかこれを機会に考えてみてください。私が一番

怖いのは、「やっぱりだめだ」と県民の皆さんが斜に構え、しらけてしまうことです。 

 以下の順で過去、今、将来の短命県返上を総括してみたいと思います。 

① これまでの短命県返上運動について：概念と長所・短所 

② 短命県返上の現状 

③ 短命県返上のこれから 

真剣にお話ししますのでどうか皆さんからもご意見を下さい。 

短命県返上はノーベル賞にも値するぐらい価値ある活動であり目標だと思います。健や

か力推進センターが縁で集まった私たちの力でこの壁を少しでも動かしたいと思います。

どうかお力をお貸しください。 

                              


